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1. 調査研究の目的と背景 

 

グローバル化の進行によって、日本の社会に変化が表れている。2003 年から、国

土交通省が中心となって積極的な訪日外国人の取り込みを行ったビジットジャパン

事業。ビジットジャパン事業は国と地方公共団体、民間が共同で行った訪日外国人数

の増加を目的とした大規模キャンペーンである。このビジットジャパン事業開始以降、

訪日外国人数は飛躍的に増加し、2000 万人にも達する勢いである。2020 年には東京

オリンピック・パラリンピックが開催されることもあり、今後さらなる訪日外国人数

の増加が見込まれる。成田空港や羽田空港は、訪日外国人数増加への対策として国際

線発着回数を増やしている。羽田空港では現行の一時間当たり 80 回から 90 回まで増

やし、年間では約 6 万回の現状から約 9.9 万回となる計算だ。（マイナビニュース、

2016）こうした国や地方公共団体、民間の積極的な訪日外国人政策によって、日本社

会は経済的・政治的に大きく変わってきている。 

日本人の生活や意識にも変化が表れている。世界各地を結ぶ情報通信・運輸交通手

段が急速に発展し、地球上の空間的・時間的距離が縮小し、ヒト・モノ・カネ・サー

ビスのみならず、情報、文化（宗教・イデオロギー、思想など）、そして技術などの

国境を越えた移動や交流・伝播が活発化している。こうした動きによって、日本でも

文化の多様化が進んでいる。朝食はお米ではなく、パンをよく食べる。リビングは畳

ではなくフローリング。ビジネスシーンでは英語を話す。このように海外のモノや言

語を利用するといった生活上の変化がみられる。  

「協定等に基づく日本人学生留学状況調査」によると、海外留学に行く日本人学生

の数は 2009 年の 3.6 万人から 2014 年には 8.1 万人に増えており、外国人との交流意

識の面でも変化が表れている。（日本学生支援機構「協定等に基づく日本人学生留学

状況調査」）こうした海外経験の有無によっても、生活や意識に変化が見られる。「日

本人学生の留学体験と自己に関する意識の変化に関する縦断的研究」によると、留学

体験のある人は『性格・行動変化』や『考え方・価値観の変化』、『生き方の変化の契

機』に変化が見られることが明らかとなっている。（早矢仕、2002）  

私自身ヨーロッパに留学した際に、留学前と後では「違う人みたい」と言われるほ

ど生活や意識に変化が表れた。暗かった性格は明るくなり、何事にも積極的に取り組

むようになったり、日本や外国のことが好きになったりした。留学体験により、『自

分らしさ』や『自分自身の意識』に変化が表れたのである。 

 

  



資料-1. 訪日外国人旅行者数の推移 

 

※JNTO（日本政府観光局）の公開データを基に筆者作成 

 

資料-2. 日本人学生留学者の推移 

 

※JASSO調査：「協定等に基づく日本人学生留学状況調査」（(独)日本学生支援機構）

の公開データを基に筆者作成 

 

私はこうした日本社会や日本人の生活や意識の変化によって、『日本人らしさ』や

『自分らしさ』に変化が表れてきているのではないかと考え、本調査を行った。そこ

で本調査の目的を、「日本社会や日本人の生活が変化してきている現代だからこそ感

じる『日本人らしさ』と『自分らしさ』の違いを明らかにすること」、「グローバル化

に対する意識の差によって、『日本人らしさ』と『自分自身の意識』がどのように変化
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しているのかを明らかにすること」とする。それらを解析するために 5 つの仮説を立

てた。仮説①「『日本人らしさ』と『自分らしさ』には差が出始めている」。仮説②「海

外に行ったことがある人ほど、外国や外国人に対する意識が好意的に変わってきてい

る。または、日本や日本文化を大切にしようと考える」。仮説③「外国人との交流の

機会を求める人ほど、外国や外国人に対する意識が好意的に変わってきている。また

は日本や日本文化を大切にしようと考える」。仮説④「訪日外国人対策に賛成してい

る人と反対しているで『日本人らしさ』に差が見られる」。仮説⑤「日本や外国に対

する自分自身の意識が高い人と低い人で『日本人らしさ』に差が見られる」。これら

が正しいかどうか、明らかにしていきたい。 

また『日本人らしさ』と『自分らしさ』については、グローバル化の進行によって

どれだけ変化したかを明らかにするために、2003 年のビジットジャパン以前に社会

法人倫理研究所が行った『日本人らしさとは何か？～定量調査で明らかにする日本人

としての気質・世界観・倫理観～』で取り上げられた 67 項目から抜粋、または類似

した項目はまとめ、調査を行った。この 67 項目は、ビジットジャパン以前に、『日本

人らしさ』として考えられたものであり、グローバル化が進行した現代では『日本人

らしさ』として挙げられない項目が含まれていると考えられる。そのため『日本人ら

しさ』と『自分らしさ』がグローバル化の進行によって、どれだけ変化したかを明ら

かにするためには、最適な項目であるといえる。また抜粋は予備調査にて、『日本人

らしさ』と『自分らしさ』の違いが鮮明に出る項目は何かを事前に調べ行った。 

 

2. 調査研究の方法 

 

2-1. 調査概要 

 

2-1-1. 目的 

調査の目的は、日本社会や日本人の生活が変化してきている現代だからこそ感じる

『日本人らしさ』と『自分らしさ』の違いを明らかにすること。また、グローバル化

に対する意識の差によって、『日本人らしさ』と『自分自身の意識』がどのように変化

しているのかを明らかにすることである。予備調査の結果を基に質問項目を選定し、

より精度の高い結果を得られるよう工夫した。 

 

2-1-2. 主な質問項目 

・日本人らしさについて 

・自分らしさについて 

・自分自身の意識について 

・海外旅行経験の有無について 

・海外の情報（ニュース、トレンド）に触れる機会について 

・日本のグローバル化について 

・日本と外国の違いについて 

・外国人との交流について 



2-1-3. 実施概要 

-実施方法- 

調査票を用いた自記式の集合調査 

-実施場所- 

文教大学湘南校舎 

-調査対象者- 

文教大学湘南校舎の以下の学生 

・アニメーション文化論の受講生 

・井徳ゼミナールの学生 

-実施日時- 

「アニメーション文化論」 2017 年 1 月 13 日(金) 

「井徳ゼミナール」2017 年 1 月 14 日（土） 

-調査主体- 

沓掛雅哉 

-依頼数・有効回答数- 

依頼数 127 名 有効回答数 112 名 88.1%   

-対象者特性- 

男性 64 名 57.1% 女性 45 名 40.2% 無回答 3 名 2.7% 

情報学部広報学科 10 名 8.9% 

情報学部システム学科 39 名 34.8% 

情報学部メディア表現学科 40 名 35.7% 

情報学部情報社会学科 17 名 15.2% 

無回答 6 名 5.4% 

 

3. 調査研究の結果 

 

3-1. 仮説①「『日本人らしさ』と『自分らしさ』には差が出始めている」に関する調

査結果 

 

3-1-1. 『日本人らしさ』について 

『日本人らしさ』の要素を整理するために因子分析を行った。その結果を表したの

が図表-1 である。因子分析の結果、日本人らしさには 7 つの因子があることが分かっ

た。第 1 因子には「礼儀や規律を重んじ誠実」、第 2 因子には「チャレンジ精神」、第 3

因子には「調和を重んじる」、第 4 因子には「つながりを大切にする」、第 5 因子には

「正義感が強く細部にこだわる」、第 6 因子には「追求心」、第 7 因子には「自由」と

名付けた。 

  



図表-1. 『日本人らしさ』と『自分らしさ』（n=112） 

 

成分 

礼儀や規律を

重んじ誠実 

チャレン

ジ精神 

調和を 

重んじる 

つながりを 

大切にする 

正義感が強く 

細部にこだわる 
追求心 自由 

礼儀正しい .765 .044 .195 .071 .228 .130 .005 

約束事や規律

を重んじる 
.763 .096 .150 .055 .136 .070 .108 

献身的である .538 .072 .258 .226 .046 .386 .195 

正々堂々を好

む 
.508 .414 .041 .405 .170 -.037 -.043 

多様性や柔軟
性を重視する 

.108 .843 .001 -.036 -.086 .048 -.011 

好奇心が強い .098 .761 -.066 .158 .168 -.017 .101 

創意工夫の精
神に富んでい

る 

.140 .669 .119 .192 .069 .058 -.081 

応用力や実践

力がある 
-.031 .652 -.087 .012 .031 .468 -.022 

あれもこれも
大事だと考え

る 

-.106 .426 .360 .096 .414 .105 .020 

目立たないよ

うにしようと
する 

.284 -.069 .768 .068 -.057 .139 .127 

イエスノーを

はっきりと言
わない 

.354 -.023 .765 .005 -.065 .016 .097 

自分の価値を
周りと比較し

てはかる 
-.041 .112 .735 .138 .215 .140 -.143 

仲良くするこ
とを大切にす

る 
-.033 .205 .073 .759 .254 -.045 .156 

自然とつなが
っているとい

う意識が強い 

.287 .058 -.030 .703 .022 .303 -.139 

義理人情に厚
い 

.535 .185 .089 .596 .040 -.088 .020 

個より共同体
を優先する 

-.102 -.040 .324 .487 .477 -.181 .211 

人の生き方や
あり方の美し
さにこだわる 

.268 .108 .299 .486 -.062 .380 .105 

盗みを嫌う .159 .054 -.168 .018 .751 .141 .096 

ものを大切に
する 

.469 .252 -.059 .153 .539 .082 .177 

真面目である .449 -.019 .205 .260 .526 -.021 .167 

使命感・責任感
が強い 

.435 .163 .132 .055 .455 .213 -.244 

控え目・謙虚で
ある 

.345 -.005 .274 .032 .448 -.070 .442 

きれい好きで
ある 

.211 .066 .240 .232 .431 .185 -.368 

高いレベルを

追求する 
.021 .013 .231 -.073 .109 .779 .055 

粘り強い .221 .304 .027 .208 .167 .576 .066 

思想、信条、宗

教に囚われな
い 

.084 -.011 .104 .067 .166 .128 .788 

悪意が少ない .388 .105 -.240 .266 -.081 .372 .468 



3-1-2. 『日本人らしさ』と『自分らしさ』の差 

『日本人らしさ』と『自分らしさ』に差があるのかを調べるために対応のあるサン

プルの T 検定を行った。その結果を表したのが図表-2 である。 

第 1 因子「礼儀や規律を重んじ誠実」を構成する 4 項目中 3 項目（「礼儀正しい」

（t=5.700,df=111,p<.01）「献身的である」（t=3.956,df=111,p<.01）「正々堂々を好む」

（t=-5.155,df=111,p<.01））で有意差が見られた。（有意差が見られた項目の割合：75％） 

第 2 因子「チャレンジ精神」を構成する 5 項目中 2 項目（「多様性や柔軟性を重視す

る」（t=-4.457,df=111,p<.01）「好奇心が強い」（t=-7.497,df=110,p<.01））で有意差

が見られた。（有意差が見られた項目の割合：40％） 

第 3 因子「調和を重んじる」を構成する 3 項目中 3 項目(「目立たないようにする」

（t=3.770,df=111,p<.01）「イエスノーをはっきり言わない」（t=7.695,df=111,p<.01）

「自分の価値を周りと比較してはかる」（t=2.240,df=108,p<.05）)で有意差が見られ

た。（有意差が見られた項目の割合：100％） 

第 4 因子「つながりを大切にする」を構成する 5 項目中 3 項目（「自然とつながって

いる と い う意 識 が 強 い」（ t=3.286,df=111,p<.01）「 個 よ り共 同 体 を優 先 す る」

（ t=5.778,df=111,p<.01 ）「 人 の 生 き 方 や あ り 方 の 美 し さ に こ だ わ る 」

（t=3.614,df=111,p<.01））で有意差が見られた。（有意差が見られた項目の割合：60％） 

第 5 因子「正義感が強く細部にこだわる」を構成する 6 項目中 4 項目（「盗みを嫌う」

（t=-3.389,df=111,p<.01）「真面目である」（t=4.008,df=111,p<.01）「控え目・謙虚

である」（t=6.140,df=110,p<.01）「きれい好きである」（t=2.159,df=110,p<.05））で

有意差が見られた。（有意差が見られた項目の割合：66％） 

第 6 因子「追求心」を構成する 2 項目中 1 項目（「高いレベルを追求する」

（t=2.668,df=111,p<.01））で有意差が見られた。（有意差が見られた項目の割合：50％） 

第 7 因子「自由」を構成する 2 項目中 2 項目（「思想、信条、宗教に囚われない」

（t=-4.788,df=110,p<.01）「悪意が少ない」（t=-3.197,df=111,p<.01））で有意差が見

られた。（有意差が見られた項目の割合：100％） 

この結果からそれぞれ各因子で『日本人らしさ』と『自分らしさ』に差があること

がわかった。特に第 3 因子と第 7 因子では明確に差あるといえる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図表-2. 『日本人らしさ』と『自分らしさ』（n=112） 

 

 

3-2 仮説②「海外に行ったことがある人ほど、外国や外国人に対する意識が好意的に

変わってきている。または、日本や日本文化を大切にしようと考える」に関する調査

結果 

 

3-2-1. 海外旅行経験の有無 

海外旅行経験の有無を尋ねた。その結果が図表-3 である。「ある」と答えた人が 40.5%、

「ない」と答えた人が 59.5%であった。全体の約 4 割の人が海外旅行に行ったことがあ

るということがわかった。 

1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5

礼儀正しい**
約束事や規律を重んじる

献身的である**
正々堂々を好む**

多様性や柔軟性を重視する**
好奇心が強い**

創意工夫の精神に富んでいる

応用力や実践力がある

あれもこれも大事だと考える

目立たないようにしようとする**
イエスノーをはっきりと言わない**

自分の価値を周りと比較してはかる*
仲良くすることを大切にする

自然とつながっているという意識が強い**
義理人情に厚い

個より共同体を優先する**
人の生き方やあり方の美しさにこだわる**

盗みを嫌う**
ものを大切にする

真面目である**
使命感・責任感が強い

控え目・謙虚である**
きれい好きである*

高いレベルを追求する**
粘り強い

思想、信条、宗教に囚われない**
悪意が少ない**

日本人らしさ 自分らしさ



図表-3. 海外旅行経験の有無（n=111） 

 

 

3-2-2. 海外旅行経験の有無と日本や外国への意識 

海外に行ったことがある人とない人で日本や外国に対する意識に差があるのかを

調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。その結果を表したのが図表-4 であ

る。 

T 検定の結果、「日本や日本人が好きである」（t=2.709,df=106,p<.01）、「外国の歴史教

育についてもっと力を入れるべきだ」（t=2.502,df=106,p<.05）において有意差が見ら

れた。それぞれの項目で、海外に行ったことがある人とない人の平均点を見てみると、

「日本や日本人が好きである」では「海外に行ったことがある人」が 4.59 点、「海外

に行ったことがない人」が 4.14 点であった。「外国の歴史教育についてもっと力を入

れるべきだ」では「海外に行ったことがある人」が 3.77 点、「海外に行ったことがな

い人」が 3.28点であった。これらの結果から海外に行ったことがある人とない人では、

日本や外国に対する意識に差があり、「海外に行ったことがある人」には日本や外国

への意識に変化が表れると言える。 
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図表-4. 海外旅行経験の有無と日本や外国への意識（n=108） 

 

 

 

3-3. 仮説③「外国人との交流の機会を求める人ほど、外国や外国人に対する意識が

好意的に変わってきている。または日本や日本文化を大切にしようと考える」に関す

る調査結果 

 

3-3-1. 外国人との交流の機会 

外国人との交流の機会について尋ねた結果が図表-5 である。「ある」と答えた人が

29％、「ない」と答えた人が 72％であった。 

 

  

1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5

日本や日本人が好きである**

日本文化や伝統についてもっと知りたい

日本の伝統行事はきちんとやるべきだ

日本の習慣や伝統にもっと誇りを持つべきだ

日本の歴史教育についてもっと力を入れる…

日本語教育にもっと力を入れるべきだ

外国人にもっと日本を知ってもらいたい

外国人にもっと日本を訪れてもらいたい

外国や外国人が好きである

外国の文化や伝統についてもっと知りたい

外国の文化や伝統をもっと尊重すべきである

外国人と交流したい

異文化の相手を受け入れることができる

外国の歴史教育についてもっと力を入れる…

多言語教育にもっと力を入れるべきだ

海外に行ったことがある 海外にいったことがない



図表-5.外国人との交流の機会（n=102） 

 

 

3-3-2. 外国人との交流の機会を求める人と日本や外国への意識 

外国人との交流の機会を求める人と求めない人で日本や外国に対する意識に差が

あるかを調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。その結果を表したのが図

表-6 である。 

T 検定の結果、「日本文化や伝統についてもっと知りたい」（t=2.420,df=97,p<.05）、「外

国や外国人が好きである」（t=4.188,df=97,p<.01）、「外国の文化や伝統についてもっ

と知りたい」（t=4.241,df=97,p<.01）、「外国の文化や伝統をもっと尊重すべきである」

（t=2.581,df=96,p<.05）、「外国人と交流したい」（t=4.863,df=97,p<.01）、「異文化の

相手を受け入れることができる」（t=2.745,df=97,p<.01）において有意差が見られた。

それぞれの項目で、外国人との交流の機会を求める人と求めない人の平均点を見てみ

ると、「日本文化や伝統についてもっと知りたい」では「外国人との交流の機会を求め

る人」が 4.36 点、「外国人との交流の機会を求めない人」が 3.82 点であった。「外国

や外国人が好きである」では「外国人との交流の機会を求める人」が 4.11 点、「外国

人との交流の機会を求めない人」が 3.24 点であった。「外国の文化や伝統についても

っと知りたい」では「外国人との交流の機会を求める人」が 4.32 点、「外国人との交

流の機会を求めない人」が 3.39 点であった。「外国の文化や伝統をもっと尊重すべき

である」では「外国人との交流の機会を求める人」が 3.96 点、「外国人との交流の機

会を求めない人」が 3.40 点であった。「外国人と交流したい」では「外国人との交流

の機会を求める人」が 4.25 点、「外国人との交流の機会を求めない人」が 3.04 点であ

った。「異文化の相手を受け入れることができる」では「外国人との交流の機会を求め

る人」が 4.18 点、「外国人との交流の機会を求めない人」が 3.58 点であった。これら

の結果から外国人との交流の機会を求める人と求めない人では、日本や外国に対する

意識に差があり、「外国人との交流の機会を求める人」には日本や外国への意識に変化

が表れると言える。  

29% 71%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない



図表-6. 外国人との交流の機会を求める人と日本や外国への意識（n=99） 

 

 

3-4 仮説④「訪日外国人対策に賛成している人と反対しているで『日本人らしさ』に

差が見られる」に関する調査結果 

 

3-4-1. 訪日外国人数の増加と訪日外国人対策の評価 

訪日外国人数の増加と訪日外国人対策の評価について尋ねた結果が図表-7 である。

訪日外国人数の増加についての回答は、「とても良いと思う」が 44％「やや良いと思う」

28％「どちらともいえない」が 22%「あまり良いと思わない」が 4%「全く良いと思わ

ない」2%であった。約 7 割の人（「とても良いと思う」＋「やや良いと思う」）が訪日

外国人数の増加について良いと評価をしていることが分かった。 

訪日外国人受け入れ体制強化策である『公共交通乗り継ぎアクセス方法の改革』に

ついての回答は、「とても賛成できる」が 25%「やや賛成できる」が 41%「どちらとも

いえない」が 28%「あまり賛成できない」が 5%「全く賛成できない」が 2%であった。

約 6 割の人（「とても賛成できる」＋「やや賛成できる」）が賛成と回答しており、『公
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日本の歴史教育についてもっと力を入れる…

日本語教育にもっと力を入れるべきだ
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外国人との交流の機会を求める 外国人との交流の機会を求めない



共交通乗り継ぎアクセス方法の改革』について好意的に考えていることが分かった。 

訪日外国人受け入れ体制強化策である『緊急時における避難路等への誘導整備の構築』

についての回答は「とても賛成できる」が 39%「やや賛成できる」が 34%「どちらとも

いえない」が 21%「あまり賛成できない」が 5%「全く賛成できない」が 1%であった。

約 7 割の人（「とても賛成できる」＋「やや賛成できる」）が賛成と回答しており、『緊

急時における避難路等への誘導整備の構築』について好意的に考えていることが分か

った。 

訪日外国人受け入れ体制強化策である『成田空港や羽田空港での国際線発着枠の拡

大』についての回答は「とても賛成できる」が 37%「やや賛成できる」が 36%「どちら

ともいえない」が 22%「あまり賛成できない」が 4%「全く賛成できない」が 1%であっ

た。約 7 割の人（「とても賛成できる」＋「やや賛成できる」）が賛成と回答しており、

『成田空港や羽田空港での国際線発着枠の拡大』について好意的に考えていることが

分かった。 

訪日外国人受け入れ体制強化策である『観光施設や商業店舗等への多言語対応強化

ホームページ整備の促進』についての回答は「とても賛成できる」が 42%「やや賛成で

きる」が 36%「どちらともいえない」が 18%「あまり賛成できない」が 3%「全く賛成で

きない」が 1%であった。約 8 割の人（「とても賛成できる」＋「やや賛成できる」）が

賛成と回答しており、『観光施設や商業店舗等への多言語対応強化ホームページ整備の

促進』について好意的に考えていることが分かった。 

 

図表-7. 訪日外国人数の増加と訪日外国人対策の評価（n=103） 

 
 

3-4-2. 訪日外国人対策への賛否と日本人らしさ 

訪日外国人対策に賛成している人と反対しているで『日本人らしさ』に差があるか

を調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。その結果を表したのが図表-8 で

ある。 
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T 検定の結果、すべての項目において有意差が見られなかった。よって、訪日外国人

対策に賛成している人と反対しているで『日本人らしさ』に差がないと言える。 

 

図表-8. 訪日外国人対策への賛否と日本人らしさ（n=101） 

 

 

3-5仮説⑤「日本や外国に対する自分自身の意識が高い人と低い人で『日本人らしさ』

に差が見られる」に関する調査結果 

 

3-5-1. 日本に対する自分自身の意識と『日本人らしさ』 

日本に対する自分自身の意識が高い人と低い人で『日本人らしさ』に差があるかを

調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。その結果を表したのが図表-9 であ

る。なお、日本に対する自分自身の意識が高い人と低い人は、日本に対する意識 8 項
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目（「日本や日本人が好きである」「日本文化や伝統についてもっと知りたい」「日本

の伝統行事はきちんとやるべきだ」「日本の習慣や伝統にもっと誇りを持つべきだ」

「日本の歴史教育についてもっと力を入れるべきだ」「日本語教育にもっと力を入れ

るべきだ」「外国人にもっと日本を知ってもらいたい」「外国人にもっと日本を訪れて

もらいたい」）の合計点を出し、その合計点の平均と比較し、分けた。 

T 検定の結果、「ものを大切にする」（t=-2.399,df=107,p<.05）「礼儀正しい」

（t=-4.485,df=107,p<.01）「約束事や規律を重んじる」（t=-3.592,df=107,p<.01）「義

理人情に厚い」（t=-2.724,df=106,p<.01）「創意工夫の精神に富んでいる」

（t=-2.142,df=107,p<.05）「正々堂々を好む」（t=-2.579,df=107,p<.01）「献身的であ

る」（t=-2.325,df=107,p<.05）「人の生き方やあり方の美しさにこだわる」

（t=-5.980,df=107,p<.01）「目立たないようにしようとする」（t=-2.628,df=107,p<.01） 

において有意差が見られた。 

それぞれの項目で、日本に対する自分自身の意識が高い人と低い人の平均点を見てみ

ると、「ものを大切にする」では「日本に対する意識が高い人」が 4.35 点、「日本に対

する意識が低い人」が 3.91 点であった。「礼儀正しい」では「日本に対する意識が高

い人」が 4.65 点、「日本に対する意識が低い人」が 3.95 点であった。「約束事や規律

を重んじる」では「日本に対する意識が高い人」が 4.34 点、「日本に対する意識が低

い人」が 3.66 点であった。「義理人情に厚い」では「日本に対する意識が高い人」が

4.02 点、「日本に対する意識が低い人」が 3.44 点であった。「創意工夫の精神に富んで

いる」では「日本に対する意識が高い人」が 3.49 点、「日本に対する意識が低い人」

が 3.05 点であった。「正々堂々を好む」では「日本に対する意識が高い人」が 3.38 点、

「日本に対する意識が低い人」が 2.80 点であった。「献身的である」では「日本に対

する意識が高い人」が 4.03 点、「日本に対する意識が低い人」が 3.61 点であった。「人

の生き方やあり方の美しさにこだわる」では「日本に対する意識が高い人」が 4.14 点、

「日本に対する意識が低い人」が 3.00 点であった。「目立たないようにしようとする」

では「日本に対する意識が高い人」が 4.28 点、「日本に対する意識が低い人」が 3.82

点であった。これらの結果から日本に対する自分自身の意識が高い人と低い人では、

『日本人らしさ』に差があり、「日本に対する意識が高い人」には『日本人らしさ』

に変化が表れると言える。 

 

  



図表-9. 日本に対する自分自身の意識と『日本人らしさ』（n=109） 

 

 

3-9-2. 外国に対する自分自身の意識と『日本人らしさ』 

外国に対する自分自身の意識が高い人と低い人で『日本人らしさ』に差があるかを

調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。その結果を表したのが図表-10 であ

る。なお、外国に対する自分自身の意識が高い人と低い人は、外国に対する意識 7 項

目（「外国や外国人が好きである」「外国の文化や伝統についてもっと知りたい」「外

国の文化や伝統をもっと尊重すべきである」「外国人と交流したい」「異文化の相手を

受け入れることができる」「外国の歴史教育についてもっと力を入れるべきだ」「多言

語教育にもっと力を入れるべきだ」）の合計点を出し、その合計点の平均と比較し、

分けた。 

T 検定の結果、「ものを大切にする」（t=-2.221,df=106,p<.05）「礼儀正しい」

（t=-2.914,df=106,p<.01）「真面目である」（t=-2.124,df=106,p<.05）「きれい好きで
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日本に対する意識低い 日本に対する意識高い



ある」（t=-2.529,df=106,p<.05）「約束事や規律を重んじる」（t=-2.578,df=106,p<.05）

「義理人情に厚い」（t=-3.996,df=105,p<.01）「粘り強い」（t=-2.211,df=106,p<.05）

「自然とつながっているという意識が強い」（t=-2.286,df=106,p<.05）「自分の価値を

周りと比較してはかる」（t=-2.322,df=104,p<.05）において有意差が見られた。それ

ぞれの項目で、外国に対する自分自身の意識が高い人と低い人の平均点を見てみると、

「ものを大切にする」では「外国に対する意識が高い人」が 4.41 点、「外国に対する

意識が低い人」が 4.00 点であった。「礼儀正しい」では「外国に対する意識が高い人」

が 4.63 点、「外国に対する意識が低い人」が 4.17 点であった。「真面目である」では

「外国に対する意識が高い人」が 4.43 点、「外国に対する意識が低い人」が 4.03 点で

あった。「きれい好きである」では「外国に対する意識が高い人」が 3.84 点、「外国に

対する意識が低い人」が 3.34 点であった。「約束事や規律を重んじる」では「外国に

対する意識が高い人」が 4.33 点、「外国に対する意識が低い人」が 3.83 点であった。

「義理人情に厚い」では「外国に対する意識が高い人」が 4.23 点、「外国に対する意

識が低い人」が 3.42 点であった。「粘り強い」では「外国に対する意識が高い人」が

3.67 点、「外国に対する意識が低い人」が 3.19 点であった。「自然とつながっていると

いう意識が強い」では「外国に対する意識が高い人」が 3.73 点、「外国に対する意識

が低い人」が 3.22 点であった。「自分の価値を周りと比較してはかる」では「外国に

対する意識が高い人」が 4.35 点、「外国に対する意識が低い人」が 3.93 点であった。

これらの結果から外国に対する自分自身の意識が高い人と低い人では、『日本人らし

さ』に差があり、「外国に対する意識が高い人」には『日本人らしさ』に変化が表れ

ると言える。 

 

 

  



図表-10. 外国に対する自分自身の意識と『日本人らしさ』（n=108） 

 

 

4. まとめと検証・考察 

 

本調査の目的は、日本社会や日本人の生活が変化してきている現代だからこそ感じ

る『日本人らしさ』と『自分らしさ』の違いを明らかにすること。また、グローバル

化に対する意識の差によって、『日本人らしさ』と『自分自身の意識』がどのように変

化しているのかを明らかにすることであった。それらを解析するために 5 つの仮説を

立てた。本章では、本調査で明らかになったことをまとめ、仮説を検証していきたい。 
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最初に仮説①「『日本人らしさ』と『自分らしさ』には差が出始めている」につい

て見ていきたい。『日本人らしさ』と『自分らしさ』に差があるのかを調べるために対

応のあるサンプルの T 検定を行った結果、27 項目中の 18 項目で有意差が見られた。ま

たそれぞれ日本人らしさに関する要素に当てはまり、第 1 因子「礼儀や規律を重んじ

誠実」では 4 項目中 3 項目（有意差が見られた項目の割合：75％）、第 2 因子「チャレ

ンジ精神」では 5 項目中 2 項目（有意差が見られた項目の割合：40％）第 3 因子「調

和を重んじる」では 3 項目中 3 項目（有意差が見られた項目の割合：100％）第 4 因子

「つながりを大切にする」では 5 項目中 3 項目（有意差が見られた項目の割合：60％）

第 5 因子「正義感が強く細部にこだわる」では 6 項目中 4 項目（有意差が見られた項

目の割合：66％）第 6 因子「追求心」では 2 項目中 1 項目（有意差が見られた項目の

割合：50％）第 7 因子「自由」では 2 項目中 2 項目（有意差が見られた項目の割合：

100％）で有意差が見られている。このことから『日本人らしさ』と『自分らしさ』に

は差があり、仮説は支持されたといえる。グローバル化の進行によって、外国人が来

日したり、外国産の製品があったりと日本で異文化に触れる機会が多くなっている。

そうしたものに触れることで、異文化特有の感じ方や考え方が自分自身の意識として

定着し、『日本人らしさ』と『自分らしさ』に差が表れたのではないかと考える。 

次に仮説②「海外に行ったことがある人ほど、外国や外国人に対する意識が好意的

に変わってきている。または、日本や日本文化を大切にしようと考える」について見

ていきたい。海外に行ったことがある人とない人で日本や外国に対する意識に差があ

るのかを調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。T 検定の結果、「日本や日

本人が好きである」（t=2.709,df=106,p<.01）、「外国の歴史教育についてもっと力を入

れるべきだ」（t=2.502,df=106,p<.05）において有意差が見られた。15 項目中 2 項目で

しか有意差は出ておらず、仮説が支持されたとは言い難い。しかしそれぞれの項目で、

海外に行ったことがある人とない人の平均点を比較してみると、海外に行ったことが

ある人とない人では、日本や外国に対する意識には差があり、「海外に行ったことがあ

る」と日本や外国への意識に変化が表れることが分かった。海外に行くと異文化に触

れる機会が格段に増える、そこでの異文化体験を通して、海外への興味や愛着が生ま

れ、意識に変化が表れたのではないかと考える。また海外に行くことによって、日本

と海外の違いを強く感じたり、日本を俯瞰的に見ることができたりし、日本や日本文

化に対する意識にも変化が表れたのではないかと考える。 

仮説③「外国人との交流の機会を求める人ほど、外国や外国人に対する意識が好意

的に変わってきている。または日本や日本文化を大切にしようと考える」について見

ていきたい。外国人との交流の機会を求める人と求めない人で日本や外国に対する意

識に差があるかを調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。T 検定の結果、「日

本文化や伝統についてもっと知りたい」（t=2.420,df=97,p<.05）、「外国や外国人が好

きである」（t=4.188,df=97,p<.01）、「外国の文化や伝統についてもっと知りたい」

（t=4.241,df=97,p<.01）、「外国の文化や伝統をもっと尊重すべきである」

（t=2.581,df=96,p<.05）、「外国人と交流したい」（t=4.863,df=97,p<.01）、「異文化の

相手を受け入れることができる」（t=2.745,df=97,p<.01）において有意差が見られた。

15 項目中の 6 項目で有意差が出ているため、仮説が支持されたと言える。またそれぞ



れの項目で、外国人との交流の機会を求める人と求めない人の平均点を比較してみる

と、外国人との交流の機会を求める人と求めない人では、日本や外国に対する意識に

差があり、「外国人との交流の機会を求める人」には日本や外国への意識に変化が表れ

ることが分かった。「外国人との交流の機会を求める人」は異文化に対しての興味や

関心がとても強く、積極的であるといえる。だから「外国人との交流の機会を求めな

い人」よりも異文化特有の感じ方や考え方が自分自身の意識として定着しやすく、日

本や外国への意識に変化が表れたのではないかと考える。 

仮説④「訪日外国人対策に賛成している人と反対しているで『日本人らしさ』に差

が見られる」について見ていきたい。訪日外国人対策に賛成している人と反対してい

るで『日本人らしさ』に差があるかを調べるために独立したサンプルの T 検定を行っ

た。すると、すべての項目において有意差が見られなかった。そのためこの仮説は支

持されなかった。 

最後に仮説⑤「日本や外国に対する自分自身の意識が高い人と低い人で『日本人ら

しさ』に差が見られる」について見ていきたい。 

日本に対する自分自身の意識が高い人と低い人で『日本人らしさ』に差があるかを

調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。T 検定の結果、「ものを大切にする」

（t=-2.399,df=107,p<.05）「礼儀正しい」（t=-4.485,df=107,p<.01）「約束事や規律を

重んじる」（t=-3.592,df=107,p<.01）「義理人情に厚い」（t=-2.724,df=106,p<.01）「創

意工夫の精神に富んでいる」（t=-2.142,df=107,p<.05）「正々堂々を好む」

（t=-2.579,df=107,p<.01）「献身的である」（t=-2.325,df=107,p<.05）「人の生き方や

あり方の美しさにこだわる」（t=-5.980,df=107,p<.01）「目立たないようにしようとす

る」（t=-2.628,df=107,p<.01）において有意差が見られた。27 項目中 9 項目において

有意差が見られ仮説は支持されたと言える。またそれぞれの項目で、日本に対する自

分自身の意識が高い人と低い人の平均点を比較してみると、日本に対する自分自身の

意識が高い人と低い人では、『日本人らしさ』に差があり、「日本に対する意識が高い

人」には『日本人らしさ』に変化が表れることが分かった。「日本に対する意識が高

い人」は日本特有の感じ方や考え方が定着しやすく、より日本人らしく考え方が変化

したために、『日本人らしさ』に差が表れたのではないかと考える。 

また外国に対する自分自身の意識が高い人と低い人で『日本人らしさ』に差がある

かを調べるために独立したサンプルの T 検定を行った。T 検定の結果、27 項目中の 9

項目において有意差が見られた。T 検定の結果、「ものを大切にする」

（t=-2.221,df=106,p<.05）「礼儀正しい」（t=-2.914,df=106,p<.01）「真面目である」

（t=-2.124,df=106,p<.05）「きれい好きである」（t=-2.529,df=106,p<.05）「約束事や

規律を重んじる」（t=-2.578,df=106,p<.05）「義理人情に厚い」（t=-3.996,df=105,p<.01）

「粘り強い」（t=-2.211,df=106,p<.05）「自然とつながっているという意識が強い」

（t=-2.286,df=106,p<.05）「自分の価値を周りと比較してはかる」

（t=-2.322,df=104,p<.05）において有意差が見られた。27 項目中 9 項目において有意

差が見られ、仮説が支持されたと言える。それぞれの項目で、外国に対する自分自身

の意識が高い人と低い人の平均点を比較してみると、外国に対する自分自身の意識が

高い人と低い人では、『日本人らしさ』に差があり、「外国に対する意識が高い人」に



は『日本人らしさ』に変化が表れることが分かった。「外国に対する意識が高い人」

は外国特有の感じ方や考え方が定着しやすく、『日本人らしさ』に変化が表れたので

はないかと考える。 

5 つ中 4 つの仮説が支持されたため、本調査の目的を達成することが出来たと言える。 
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Q1.  

40.2 36.6 10.7 10.7 1.8 

46.4 34.8 11.6 5.4 1.8 

56.3 28.6 11.6 2.7 0.9 

50 26.8 17.9 3.6 1.8 

32.4 31.5 19.8 15.3 0.9 

18.8 38.4 29.5 8.9 4.5 

39.3 40.2 10.7 7.1 2.7 

27.9 42.3 12.6 14.4 2.7 

26.8 30.4 26.8 11.6 4.5 

15.2 28.6 31.3 20.5 4.5 

17 17.9 36.6 19.6 8.9 

17 11.6 27.7 36.6 7.1 

9.8 24.1 27.7 31.3 7.1 

9.8 25.9 32.1 25.9 6.3 

29.7 29.7 20.7 12.6 7.2 

8 20.5 42.9 23.2 5.4 

20.9 25.5 31.8 16.4 5.5 

32.1 35.7 20.5 10.7 0.9 

26.8 39.3 27.7 4.5 1.8 
21.6 28.8 25.2 18 6.3 
25.9 33.9 24.1 11.6 4.5 
55.9 30.6 10.8 0.9 1.8 
28.6 34.8 28.6 7.1 0.9 

42 27.7 17.9 9.8 2.7 
43.1 33 17.4 5.5 0.9 
36.6 42 16.1 3.6 1.8 
62.5 22.3 8.9 4.5 1.8 



Q2.  

55.4 35.7 4.5 2.7 1.8 
32.4 36.9 25.2 3.6 1.8 
25.9 34.8 30.4 8 0.9 
32.1 30.4 24.1 11.6 1.8 
24.3 34.2 21.6 17.1 2.7 
17.1 26.1 32.4 18 6.3 
27.7 43.8 20.5 8 

32.4 29.7 21.6 15.3 0.9 
33.9 33.9 12.5 14.3 5.4 
18.8 25 23.2 31.3 1.8 
32.1 31.3 21.4 12.5 2.7 
36 33.3 17.1 12.6 0.9 

17.9 40.2 27.7 11.6 2.7 
25 31.3 21.4 13.4 8.9 

56.3 23.2 12.5 6.3 1.8 
13.4 19.6 29.5 30.4 7.1 
24.1 25.9 25 20.5 4.5 
25 31.3 19.6 22.3 1.8 

21.4 23.2 33 16.1 6.3 
15.2 21.4 24.1 22.3 17 
19.6 25 19.6 27.7 8 
29.5 24.1 29.5 13.4 3.6 
26.8 35.7 20.5 12.5 4.5 
16.1 21.4 35.7 20.5 6.3 
34.8 28.6 23.2 10.7 2.7 
26.8 33.9 16.1 19.6 3.6 
24.1 22.3 22.3 22.3 8.9 

Q3-1  
1.   40.5%    2. 59.5%  
 
Q3-2.  
       
 
Q3-3.  

         
         

 
Q4-1.   
1. 1 6.3% 2. 2~3 7.1% 3. 1 17% 4. 2~3 8% 
5. 4~6 2.7%   6. 2.7%  
7. 56.3% 
 
Q4-2.  
1.  42.9% 2. 44.6% 
3. 25%  4. 14.3% 
5. 31.3% 6. 17.9% 
7. 8.9%  8. 29.5% 
9. 19.6% 10.    3.6% 

 
Q5-1.   
1. 1 11.6% 2. 2~3 9.8% 3. 1 10.7% 4. 2~3 8% 
5. 4~6 0.9%   6. 1.8% 
7. 57.1% 
 
Q5-2.  
1. 47.3%   2. 25% 
3. 36.6%   4. 29.5% 
5. 11.7%   6. 26.8% 
7. 17%  8. 1.8% 
9.  2.7%   10.    4.5% 

 
 



Q6-1.  
1.   61.6%  2. 33.9%  
3. 1.8% 
4. 1.8%  5. 0.9% 
 
Q6-2.  
1. 36.6% 2. 22.3% 
3.  42%  4. 22.3% 
5. 50.9% 
6. 7.2%
 
Q7-1.  
1.   29.4%   2. 70.6%  
 
Q7-2.

 
1. 16.1% 2. 13.4% 3. 14.3% 
4. 10.7% 5. 16.1% 6. 25% 
7.  15.2% 8. 5.4%  9. 28.6% 
10. SNS 23.2% 11.   4.5% 

 
Q8.  
1.  43.7% 2. 28.2%  
3. 22.3% 
4.  3.9% 5. 1.9% 
 
Q9-1.  

 
1.   18.4%  2. 81.6%  

 
Q9-2. 521 2003 1974

2015  
1. 51.8% 
2. 10.7% 
3. 6.3% 

4. 5.4% 
5. 20.5% 
6. 3.6% 
 
Q9-3. 2015 16  
6  
1. 27.7% 
2. 25% 
3. 5.4% 
4. 15.2% 
5.  22.3% 
6. 4.5% 
 
Q9-4.2020

 
1. 20.5% 
2. 60.7% 
3. 2.7% 
4. 7.2% 
 
Q10-1.

 
1. 24.5% 2. 41.2%  
3. 27.5% 
4. 4.9% 5. 2% 
 
Q10-2.

 
1. 38.8% 2. 34% 
3. 21.4% 
4. 4.9% 5. 1% 
 
 
 



Q10-3.
 

1. 36.9% 2. 35.9% 
3. 22.3% 
4. 3.9% 5. 1% 
 
Q10-4.

 
1. 41.7% 2. 35.9% 
3. 18.4% 
4. 2.9% 5. 1% 
 
Q11.  

 

 
 
 

F1.  
1.   57.1% 2.  40.2%    2.7% 
 
F2.  

100%  
 8.9%  35.7% 34.8% 15.2%  

 


